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郷
土
博
物
館
と

  

市
民
会
館
の
あ
ゆ
み

　

野
田
は
、
江
戸
時
代
か
ら
醬
油
醸
造

業
の
町
と
し
て
栄
え
、
豊
か
な
文
化
的

土
壌
が
育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
全
国
的
に
も
か
な
り
早
い

昭
和
20
年
代
に
、郷
土
の
自
然
や
文
化
、

産
業
を
広
く
紹
介
し
よ
う
と
す
る
博
物

館
の
建
設
の
気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
郷
土
に
愛
着
を
も
ち
野
田
の

文
化
活
動
を
担
っ
て
き
た
多
く
の
市
民

の
強
い
熱
意
あ
っ
て
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
縄
文
時
代
や
古
墳
時
代
の

遺
跡
の
調
査
が
進
め
ら
れ
、
ま
た
展
示

会
や
講
演
会
も
行
わ
れ
る
な
ど
し
て
、

昭
和
34（
１
９
５
９
）年
、
野
田
市
郷
土

博
物
館
は
開
館
し
ま
し
た
。

　

な
お
建
物
の
設
計
は
、
後
に
日
本
武

道
館
や
京
都
タ
ワ
ー
な
ど
設
計
を
手
が

け
た
建
築
家
・
山
田
守
で
し
た
。

　

一
方
、
市
民
会
館
は
醬
油
醸
造
家
の

茂
木
佐
平
治
家
の
旧
宅
を
ほ
と
ん
ど
往

時
の
ま
ま
に
残
す
、
歴
史
と
風
情
あ
ふ

れ
る
和
風
建
築
で
す
。

　

開
館
し
た
当
初
は
予
防
接
種
や
結
婚

式
の
会
場
と
し
て
市
民
に
利
用
さ
れ
、

現
在
も
会
合
や
文
化
活
動
な
ど
に
利
用

　

野
田
駅
か
ら
徒
歩
8
分
、
ベ
ン
ガ
ラ
風
の
塀
で
囲
ま
れ
た
敷
地
の

中
に
郷
土
博
物
館
と
市
民
会
館
が
あ
り
ま
す
。
市
民
会
館
は
築
約
85

年
の
和
風
建
築
で
、
野
田
醬
油
株
式
会
社（
現
在
の
キ
ッ
コ
ー
マ
ン

株
式
会
社
）創
業
者
の
一
人
茂
木
佐
平
治
氏
の
旧
宅
を
、
昭
和
32
年

に
市
民
会
館
と
し
て
開
館
し
た
建
物
で
す
。
ま
た
郷
土
博
物
館
は
昭

和
34
年
に
完
成
し
た
、
千
葉
県
で
初
め
て
の
登
録
博
物
館
で
す
。
約

50
年
の
時
を
経
て
、
こ
の
二
つ
の
施
設
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自

立
し
た
生
き
方
を
設
計
す
る「
市
民
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
拠
点
」

と
し
て
、
新
た
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す
。

質
の
高
い「
人
生
設
計
」を
学
ぶ
場
と
し
て

文化を通じて歴史の
ある
風景

………郷土博物館・市民会館


